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               1・ 緒     言

 本實験は化學研究所合成 ゴム中間試験工場目下建設豫定の吸牧塔設計のために行つた實験 を

整理せる ものである.

 前報に於てはMVA製 造工程に於けるMVA捕 集の問題中吸牧法につV・て主 として各溶剤

の種々の吸牧温度による吸牧量を測定 し,そ の結果溶剤 としては トルオ ール,使 用温度として

は 一20。C以 下の低温がMVAの 選揮的吸牧に良い事を認めた・今同は平衡的の問題 よ り一歩

進めて吸牧速度につき槍討し實際の吸牧塔設計に關して研究 した,尤 も實験は化學機械學的理

論の検討としては不充分であるが,上 記の目的上大膿の目安を得に範團にとどめた.

 吸牧塔の計算法 としては,McCabe-Thieleの プレー ト塔の段計算Lewis&McAdams(Ind.

Eng. Chem.,1928,20,253)の 充填塔の作業容量の計算, Peters(Ind, Eng. Chem.,1922,14,476)

のH。E. T. P.の 計算であるが こ鼠では概括的にデータを整理するために便宜上次の如 く簡

軍な整理方法 を取つた.即 ちプレー ト塔に於てはマーフ リーの段敷牽を實測 しこれを最近獲表

のWalter&Sherwoodの 泡鐘塔の計算 と比較した.(Ind. Eng. Chem.,1941,33,493)叉

充墳塔に於ては作圖によ り相當するプレー・ト塔の理想段籔 を求めこれよ り見掛のH・ET.P・

を求める簡便法を用ゐた,吾 々の場合特に注意を要する鮎は液 とガスの比L/Gが 一般の吸牧

に比し著しく小さ嘔 で特に充墳塔ではその    第1表

敷率に及ぼす影響は充分老慮されねばならな      吸牧塔設計に探用せる方法

い・巳ロらMVA}ア セチ 混合ガスの吸  溶 解 穐 緑

撒1灘 繊欝鍍 !鼎 一、 簗購
中のMVA濃 塵が小 とな り濃縮敷果が小とな  實際のプレート塔    實 際 の 充 填 塔

                  (102)
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るか らである,か 玉る灌液量の著 しく小さv・時はプレート塔 の方が良v・檬に思 はれ るが,冷 却

装置を附属せ しめる事及びその他の構造上か らもその是非は簡軍には決定 しがたV・.取 敢へす

本實験はか 玉る灌液量の著 しく小さV・場合に於ける吸牧数果 を充填及びプレート塔につき検討

する目的のため行はれた ものである.(第1表 参照)

                2.充 填 塔 の 敷 率

 日産50キ ロプラントのモデル塔として第2圖 の如き装置を作 り,こ れ により室氣一MVAガ

スの場合を槍討 し又現在運曹中の日産5キ ロプラン トに接績して行つた.こ れに使用した充填

塔の概要は第2表 の通 りである.

 (A)MVA一 室氣に於けるMVAの 吸牧         第 2 表

實験結果は第3表 の鋤 である.Y。,玲 は   鰍}(使 用せる纐 塔徽

                      充填塔:
實測,X・ は新Dレ オー・レ糊 ひたる故MVA鱗,醐   88 mm

を含ますX・-0で あ り・Xbは 物質牧支 より 塞塔馳 積   、0・00608 m2

次の如 くで ある.      纐 物 高醐 山製鞍型充囎12mm×12mm×12-

    X・一・(Yb_Ya) (1) 灘 樋 平均 饗

 これよ り液ガス組成は塔頂及塔底にて夫々  充填物総重量      38509
                      乾燥時空間率
(Xa, Ya),(Xb, Yb)で あ り・かLる 條件       Vd=75 .1%

を満足さす理想プレート塔の段籔n*は 第3 灌液時空間率

一 して求脚 る・か一 場の㎡ 謙6霧
:1。.99、 「

を求め る と第3表 の如 くな り》各實験 の平均

上n胎5.7と な る,從 つて見掛 けのH.E. T。 Pは1m/5.7=17.6 cm・ と なつ た・

                  第   3  表

               ,MVA一 空氣 よりMVAの 吸牧

響験 羅 編 灘 藩 灌液量袈 蝦 犠液霜蔑液灘讐 騰 羅 晶
    t  V  L  u   F  Yb Ya  Xb  Xa   n熟   KGa

    。C m3/hr l/hr m/sec m3/m2hr%  %  19/1sol lg/lso!     1/hr

A-2 -9.7 1.09 2.77 0.0050.455 6.4 1.71 18.1  0    4.5   590   306

A-4-15.1 0.8012.81 0.0370.462 9.2 0.4  25.0  0    5.8   593   235

A-5 -15.9  0.762 1.74   0.0350.286  7.93  1.0   30.2    0       8.25    612     218

A、-6 -11▼5 ]1.44 3.68  0.0660.605 6,4  1.2   20.3   0      5.0   1230    407

                                平 均  平 均
                                n曽=5.7

                    (工03)



           化 學 研 究 所 講 演 集 第 十 三 輯

  但 ・X・ 一 ≡(・ ・-Y・)

   藤田氏の式:-15。Cに て

        KGa=0.0304 u 31/g/(μ/ρ)2(Vw)-10

 (B)反 慮 ガス(MVA, DVA-A)に 於 ける吸牧

 同檬 にして5キ ロプ ラン トにつき行 つた.そ の結果 は第4表 の通 りで あ る・見掛 けのH.E,

T.Pは27.4 cmと な つた.

                 第   4  表

            MVA一 アセチレン混合・ガスよηMVAの 吸」改

懇 羅 編 鯉 藏 灌羅 袈 敷 犠液霜野 糊轡 騰 羅 錨
    t  V  L  u   F  Yb Ya  Xb  Xa   n勢   KGa

   。C m3/hr I/hr m/Secm3/m2hr%  %1 19/1sol lg/lso1      1/hr

B-4 -22   1.388  2.73  0.063  0.45   6.1   0.2   25.2     0 '    3.7     775      538

B-5-23.51298 2.84 0.059 0.467 5.7  0。7  24.8   0    4.7   780    508

B-8-20  1.219 3.69 0.056 0.607 6.0  0.8  17.0   0    3.7   570    475

B-9 -24  1.196 2.46 0.055 0.405 6.6  1.0   22.4     0     3.7     560     474

B-10-26.51,08 3.51 0.049 0.577 6.5 1.3  16.0   0    2.5   380    426

                            平 均=3.67  713

 (C)次 に か 玉る 場 合 の 吸 牧 が 一 般 の ガ ス の 吸 牧 に 比 し 如 何 な る 地 位 に あ る か を 見 る た め に 一

般 の 計 算 を し た,藤 田 重 文 氏 に よ る と(工 化,昭16,4,同611)吸 牧 が ガ ス 境 膜 の み に 支 配 さ れ る

場 合 の 一 般 式 と し て 次 の 如 き 式 を ヂ メ ン ジ ヨ ン解 折 よ り提 出 し た.(d充 鷺 物 大 き さ,D分 子 按 散 係

数,其 他 記 號 表 参 照)

    Nニ(KGa)av V(ps-P9)av (2)

    (KGa d2/D)=o.245(u2/2 gd)-o'3(duρ/μ)o'62(μ/ρD)1曜o(Vw)-1'o (3)

 こ の 式 は ガ ス 境 膜 の なV・ と き 叉 は 抵 抗 の 無 観 出 來 る と き 帥 ち ア ン モ ニ ア や 豊 酸 ガ ス の 水 に よ

る 吸 牧 の 時 に 慮 用 さ れ る が 其 他 二 鷺 化 エ チ レ ン の 輕 油 に よ る 吸 牧)ベ ン ゾ ー ル の 輕 油 に よ る 吸

牧 等 に も適 用 さ れ て ゐ る.MVAの トル オ ー ル に よ る 吸 牧 で は そ の 液 膜 抵 抗 が ガ ス 膜 抵 抗 に 比

し 無 硯 出 來 る か 不 明 で あ る か,働 こ上 の 式 に 適 用 し 参 考 の 爲 に 計 算 す る と 第3表,第4表 の 通

りで あ る ・

 たfこ の 場 合,藤 田 氏 の 式 で は 灌 液 量Fが 著 し く小 さ く なV・ と 言 ふ 事 が 必 要 條 件 で あ る が
                                          )

我々の場合はFは 相當小さV・か らこの式が適用されるか否かは疑問であつた.上 の式はガスが

室氣の場合で被吸牧ガスの濃度が小なる時は更に次の如 くなる.

   K晒 一一 軌 赫(_150C, (4)

                    (104)
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 こ 玉にg=9.8m/Sec2,μ=1.58×10-4 poise(g/cm-sec),ρ 譜1.40 kg/m3一 ド180 m/1ユr Vw

=74・6%を 代 入 する と,即KG、=3141/hr(A-2に 相 當 する場合) .

 か くして求 めたKGaは3141/hrと な り實測 と略一致す る.

 又 實 験Bの ときはアセチ レンーMVAの 場 合で あるか ら同檬 に 一200Cに て

    μ』9.46×10脚5g/cm-Sec,ρ=1.32 gr/1=1.32 kg/mヨ,

    (MVAの ρ=2.63 kg/m3)u=202 m/hrよ り

 即 ちKGaは 窪75(1/hr)と な り實測 と略一致 する.(B-8と 比 較)

 (D)叉 塔 中に於 け る吸牧状 態を實測 する と第4圖 の如 くであ る.

               3・ プ レ ρ ト 塔 の 敷 率

 實 験 は第5圖 及び第6圖 の如き装置 を用ぴ灌液量 ガス量及び入 ロの ガス濃度 よ り所謂 マーブ

リーの段 敷率 を計算 したその結果は第5表 の如 くで ある.

        第 ・ 表   ・M・一悪≡¥睾 … 一菱i三菱睾(・)

   プ レー ト塔によるマーフリーの段数牽     EM=1-e-m    (實 測)  (6)

實 測         
m-h/{(・.・・+・.375・/HP)、-w…(・)

 To=-22.3q C, V=10501/hr, L=2140 cc/hr,緑

麗 ガ ス26741鵡 灘5.4661,Yi-5,5%, Y。 一 櫛 は 比 蜘 勺良 い 醗 示 す が 蜷 の 關 係 上

・.・%依 つ・X・ 一÷ ・Yi-Y・)一 ・.86・…/1・・1ガ 硫 齢 大 きい所 鮒 へなかつ た・

之に相當するMVAの 纒9mm(理 想の場合)と 晒50キ ・プ ラン トの鰍 燐 に當 つて
,

 な りY巻=1.S5%

       Yi-Yo           か 」る所 も調査 し)セ.比 較 のためWalter及   E
MV=Yi _Y・=38%

叉 即 ガス濃度Y・-4.ヱ%に 封する囎 の液の濃Sh・ ・w・・d氏 の一般 式 よ り求 め らるX値 は54

度 は圖 より261gas/l s・】となり       %と な り實 測 と同檬 の値 とな る.

   ・M・一菱i雲 一・・%   以上綜合するとMVA畷 牧に於ては鰍
計 算

   EMV蓄1_σm二54.1%と な る.    量 の著 し く小 さv・事 が特長で あ り・ その黒占プ

 自ロち                   レー ト塔が便利であるが)充 填塔で も液の分
         h

   m=(2.50+0.3殉HP)、 爾 両 二〇・78 布 を よ くすれば良い と思 はれ る.叉 そのf醜

 但 しh=25孤m,1inch 馳

H・一・.36・H・一課 藩K一 平鱒 数妾一・.4・4・充麟 で は,藤 田氏 の式 よ リプ レ蝿 では

   μ_1.11セ ンチポァス     W・1t・・-Sh・・w・・d氏 の式 よ 駄 膣 の値 を計算

   w=2mm=0。081nch         しても良V・と思れる.

                4・ 追 出 に つ い て

                    (105)
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 吸 牧装置 と しては低 湿で行ふ事 を考 慮の他 は困難 な箇所 はなV・・次 に追 出で あるが,追 出捕

集 をMVAで 行 ふ と液 に残 るMVAは 殆 どな くうこのMVAが 追 出の加熟の よV・重合す る程 度

はNで ある.然 もDVAが 混 入す ると重合 して残 るか らこの黒占が 問題 とな り, DVAを 吸 牧 以

前に分離 する必要が あ る.こ の一方法 として 日産50kgプ ラ ン トで は吸牧 を低 温で行 ふ關係 上

吸牧前 に冷却 を行 ぴ,DVAを とる方法 自口ち冷却 吸牧 の組 合せ を採 用 した.こ れ らを實際蓮 韓

上の結果50キ ロプ ラン トの蓮 轄 を待つ て報告す る.

 終 りに研究者の 中村正三氏 は 日本化成工業 式會肚 よ り叉隅谷威雄 氏 は住友化 學工業株式會 肚

よ り合成 ゴム研 究のた めに派 遣せ られ,本 研 究 を旛當せ られた もので ある.

                            (圓召禾016年12月 ・Fヒ石痔講…演會講演)

                 記   號   i表

   N   軍位 時間に於ける塔全髄の溶質吸牧量

   KGa 容 量 吸載 係数        1/hr

   V   ガ ス 流 量        m3/hr

   L 溶 矧 流 量    1/hr

   u    ガ ス 流 速         m/hr

   F   灌  液  量        m3/m2hr

   Ya,Yo 塔 頂 ガ ス組成        %叉 はmm Hg,

   Yb,Yi塔 底 ガ ス組成       同上

   Xa,Xi塔 頂 液 組 成         Liter gas per litとr solvent

   Xb,Xo塔 底 液 組 成     同上

臨1轍 嬬 灘 職}一 …用
   9  重 力 加 速 度     9.8m/Sec2

   ρ   稀繹 ガスの密度       kg/m3

   μ   稀繹 ガスの粘度       kg/m-Sec

   Vw  灌 液 時 空 間奉      %

   Vd  乾 燥 時 空 間率      %

   EMV マー フリーの段数率    (氣相)

   EML  同     上        (液相)

   h  有数 液層の厚 さ(inch)ス ・ツトの中央から液面迄の高さ

   wス ロツトの申inch

   X*  プ レFト 塔 より出るガスと党全に平衡にある液の組成 モル%

   y脂  プ レート塔 より出る液と完全に平衡にあるガスの組成 モル%

   H   ヘ ンリーの係歎 lb. moles/(cu。ft。)(atm・)

                    (106)
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第1團 MVAのi・ ルォールにi封する吸牧曲緑        似          ・
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